









































間（imyiijima「闇」）に分かれた（Bourgeois 1957: 606–607; Coupez et al 
















たという（Kagame 1959: 63, note 1）。
第二は Pagès神父の説で、一年は元来十二ヶ月だったのが、十九世紀後半













et al 2005: 2386）と、そして陰暦十一月の tumba nyakimeと十二月の tumba 
kaanamaが「ルワンダの伝統的な十二番目の月の前半と後半」と定義され




 2 13番目のmata月を作ったのは Rwabugiriではなく父の Rwogeraだったいう説


























 3 以下の記述は、Sirven, Gotanegre, et Prioul 1974: 27–29（季節、気候）； Leurquin 
1960: 34–35（食糧、飢饉）； Lestrade 1972（季節、月、作物）； Bourgeois 1957: 
607（同）； Pauwels 1969: 65–69（同）； Coupez et al 2005: 27, 219, 554, 852, 
1282, 1489, 1637, 1647, 2261, 2448,2622, 2777, 2836（月、季節）； Gravel 1968: 





























月」（Bourgeois 1957: 419）、「5月～6月」（Bourgeois 1957: 
609）、「ほぼ 6月」（Pagès 1933: 539）、「6月の夏至（solstice 
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12．陰暦十一月 tumba nyakime（または tumba）。上述したように
mata月が 4月に入って月数が余ったために、この月はフラン
ス語の月名の訳語に使われなかった。















































































 10 コロブス：オナガザル科コロブス亜科のアンゴラ・コロブス（colobus angolensis）。




母の睡眠や高官の謁見等に使った。Yuhi V Musingaの Nyanza王宮の見取り図























 12 Ruganzu II Ndoriはルワンダで最も名高い王で、伝承も多い（Pagès 1933: 251–324; 




物も再び子供を産むようになった（Pagès 1933: 269, 271）。彼は父が失った太鼓
を発見し、ルワンダの旧領地を回復したばかりでなく、周辺地域まで領土を拡張
したといわれる。Vansinaはこの Ndoriが Nyiginya王朝の創建者で、彼以前の












































curane, igicyurasi kizamutwara（風邪で寝込む者は 4月が連れ去る、
つまり殺す）と言われる。この月はまた宮廷で全国的な慰霊祭が






した。（Pauwels 1969: 39–40; Lestrade 1972: 352–354や Bourgeois 









ベルギーの民族学者 de Heuschは、この Kagameのテキストを膨らませて、
gicuraasi月＝天候不順＝食糧の貯えの払底＝Ndahiro II Cyamatareが殺さ
れた月＝ルワンダの滅亡と、kamena月＝ソルガムとシコクビエ（Ndahiro 

























































行い続けていた活動である（d’Hertefelt 1962: 61–62）15。（d’Hertefelt 






Ndahiro IIへの言及があったことを示唆している（Kagame 1972: 92; cf. 














 16 ［1］「三日月が見える（-bonek-）と」： つまり、月が始まると。なお王は、gi-
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 17 ［2］「王権太鼓たち」： 具体的には、筆頭の Karinga鼓とその配偶の Cyimumugizi




geois 1956: 37; Lestrade 1972: 67）が、gicuraasi月の初めには祝わない。
 19 ［3］「日没時に月が空に出ていない（kwijima）」：動詞 -iijim- は、「暗くなる、（月
に関して）十五夜を過ぎ、日没時に月が見えない時期にあること、月の後半にあ
ること」（Coupez et al 2005: 1023）。
 20 ［4］「五日待って」：二十日頃か。
 21 ［5］「家（nzu）に行く」： gicuraasi月の後半には、王は主殿（kambere）とは別
の建物に移ったようである。
 22 ［6］「王権金鎚と発火錐」：王権の象徴、王のお守りとして、これらは王と共に移
動する。詳しくは、宇野 2013: 94, note 22, 103, note 56, 117–118を参照。
 23 ［8］「起臥太鼓（-ramutsa）」：王と王権太鼓たちに朝晩の挨拶をする太鼓。その
ほか、王が謁見する際などにも鳴らした。＜動詞-ramuts-：「出会って挨拶する、
こんにちはという」「起臥太鼓で王に朝の挨拶をする」（Coupez et al 2005: 1842–
1843）。起臥太鼓は各王が即位するたびに新調された（宇野 2013: 107–111）。
 24 ［9］「太鼓たち（ingoma）」：普通の打奏用の太鼓（ingoma z imivugo）であろう
（d’Hertefelt & Coupez 1964: 304）。















われる（Kagame 1947: 368; Kagame 1963: 23–26; Gansemans 1988: 212–214）。
新王の即位時の Tegeの儀礼王による起臥太鼓と小型リズム鼓の製作については
宇野 2013: 107–111を参照。
 26 ［11］「abatimboのリズム」：Hertefelt & Coupezは Abatimboを Karinga鼓に専

































gicuraasi月の間、太鼓を鳴らさない」（Coupez et al 2005: 2874）とされるが、王
権太鼓は鳴らさないことのほうが普通なので、ここでは「鳴らさない」というよ
り、活動を停止すること。
 32 ［18］「願掛けの儀礼をする（kumar urbaanza）」：さまざまな願い（家畜の病気を
防ぎたい、家族の病気を治したい、子供を妊娠したい、無事に出産したい、
等々）を成就するために、動物を供犠して神霊の加護を求める儀礼をおこなう
（d’Hertefelt & Coupez 1964: 295–296; Coupez et al 2005: 134）。
 33 ［19］「自分の武勲を歌わない（ntaa wiivugo）」：動詞-iivugoは-vugo「話す」の再
帰形で、「名を名乗る」「自分のことを話す」「自己讃歌を歌う」「自分の手柄を朗
唱する」「自慢する」などを意味し、「-iivugoできない男は臆病者だ」と言われた





（Kagame 1969: 15; Coupez et Kamanzi 1962: 8–9）。いうまでもなく、服喪中の
戦争は禁じられた（Bourgeois 1954: 47）。
 34 ［20］「祝福の歓声（impundu）を上げる」： -hundu 10は、（特に女性が）口を半
開きにして次第に強く、そして次第に弱く出す（Coupez et Kamanzi 1962: 47; 






たたく」（Coupez et al 2005: 181）だが、ここでは太鼓を使わずに知らせる。






［25］ 起臥太鼓（8, 37, 91）以外は 40。
宮廷で就寝を告げるたびに










 38 ［22］「iyombeの歌」：詳細は不明。この歌は gicuraasi月の王の就寝のためだけ
に歌われたらしく、他の儀礼では出て来ない。











 42 ［29］「kamenaの月が現れる」： gicuraasiの翌月の三日月が出るまで、この状態
が続く。
 43 ［30］「宮廷の祭官たち（abanyamuhaango）」： -haango 3, 4は「儀礼、儀式、超
























 44 ［32］「小型リズム鼓（ishaako）」：高い音色でリズムを取る小型の太鼓（Coupez 
et al. 2005: 2157）。大体の大きさは高さ 47 cm、上面直径 26 cm、下面直径
17 cm、共鳴室の壁厚 2 cmくらい（Gansemans 1988: 208）。
 45 ［33］「門の柱（igikiingi cy iireembo, pl. ibikiingi by’amareembo）」：屋敷を囲む塀
の入口の両側に立つ太く高い柱（Coupez et al 2005: 1194, -kiingi 7, 8; 1894, -re-

























王権太鼓たち（ingabe）（2, 62, 77, 84, 110）の上に置く 51。
 49 ［49］「専門の宮廷儀礼家（abiiru）」： 10行目の注で触れた Abakarazaを指すか。
 50 ［57］「Kabagariの住人」：宮廷儀礼家の序列第二位の Tegeの儀礼王、Kagameの
いわゆる «Mwiru Grand-Intronisateur»、つまり王およびすべての儀礼王の即位




54; 宇野 2013: 95–97）。
 51 ［58–59］「ニガウリと imirembeを王権太鼓たちの上に置く」：ニガウリ（-ishywa 














王が igihubiのリズム 55（70, 94）で打つ。




2013: 114, 121, 122, 125）。他方、imirembe（-rembe 3, 4）は、「即位の道」21–22
で葬式の木として使われた「umutobotoboの棘のない種類」であるが、宮廷では
葬式の木を燃やして捨てる儀礼を行った後、新しい火を運び込み、遺族を清めて








になる。Yuhi V Musingaの Nyanza王宮では、父 Rwabugiriは主殿に、祖父
Rwogeraはその右の建物に祀られていた（Lugan 1997: 200）。
 55 ［67］「igihubiのリズム」：王権太鼓を叩く主要なリズムで、初代の Gihanga王の
時代にさかのぼると言われたという（d’Hertefelt & Coupez 1964: 460）。
 56 ［68］「四」：偶数は吉数。98–100行を参照。






四つ（68, 76, 98, 116）の小さな igicuba壺、
［75］ umutagookaの木 58でできた壺に入れて。
そして四（68, 74, 98, 116）甕の蜂蜜ビール（uubuuki）を







太鼓たち（2, 59, 62, 77, 110）は輿（62）に乗って帰る、
［85］Cyirima祠（27, 42, 55）に帰る。
鼓たちは王に差し出される。
 58 ［75］「umutagookaの木」：秘典ではここにしか出てこない。-tagooka 3, 4はアオ
イ科（Malvaceae）の Hibiscus aponeurus。この木は容器、特にミルク壺を作る







 60 ［81］「Akaリニジ」： 王家 Nyiginyaクランの一枝。名祖の Rwakaは Yuhi III 


























 61 ［86–89: 呪薬の提出］： Cyimanyiの子孫が-subyoなどの呪薬を製造・提出し、
王と王母がそれを服用することは、即位式における儀式の一つである（「即位の
道」953–982、宇野 2013: 119–121）。
 62 ［88］ 「Cyimanyiの子孫」：詳細不明の儀礼家。彼の仕事は王のために呪薬 （subyo） 
を作ることだった。Cyimanyiの儀礼家の仕事については、「即位の道」250、706–
811、954–971、1074に詳しく出ている （宇野 2013: 102，注 45，111–113，119–121）。
 63 ［89］「解毒剤（-subyo 5, 6）」：何らかの出来事やタブー違反から生じる悪い結果
を防ぐために、鼻から吸い込んだり、水やビールに混ぜて飲む植物性の粉
（Coupez et al. 2005: 2351）。王はこれを毎日飲んだ（Pagès 1933: 389–390; de 
Lacger 1961: 257; d’Hertefelt & Coupez 1964: 305–306 #89; 宇野 2013: 120）。







Cyirima祠（27, 42, 55, 85）に行く。








［105］ 打奏太鼓たち（9, 54, 92）が Cyirima祠（27, 42, 55, 85, 97）
に行く。
「戦う者たち（Indwanyi）」68の雄牛を一頭連れてくる。
 65 ［96–104］ 王権雄牛と雌牛の入場：「即位の道」992–1002、1045–1070では、「尊
敬すべき者たち」（Inyubahiro）、「王権太鼓たち」（Ingabe）、「強固にされた者た
ち」（Inshya）の三つの牛軍の王権雄牛が即位式の最後の王国と牛の再活性化儀礼
に登場する（宇野 2013: 121–122, 124–125）。
 66 ［96］「雄牛たち」：王権雄牛を指す。各代の王は自分の治世を象徴する王権雄牛
（ないし「治世の雄牛」）たちを持っていた。王権雄牛の「即位式」を記述した










 68 ［106］「戦う者たち （Indwanyi）」：各牛軍から宮廷に食用肉と血 （王権太鼓に塗
る）を取るために供出された雄牛の群の名前（Kagame 1952: 48; Kagame 1961: 





















































たと思う。植民地時代初期の神父たちが言ったように、それは Ndahiro II 
 70 ［123］「この月があなたの屋敷に居残らないように」： gicuraasi月の不吉さをすべ
て追い出すために。
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